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１．目的 

沖縄本島の物流について生活の安全安心を支える物流システムの確保の観点から、物流センサ

スをはじめとする統計データを基に物流の現状把握を行うとともに、物流の観点からの既存道路

網についての課題を抽出し、対応策を検討するものである。 

２．内容 

・現状の県内物流の整理、分析 

・災害や異常気象時の物流への影響分析 

・今後の県内物流の傾向 

・沖縄県の物流に関する総括分析 

３．結論 

南部地域～中部地域～北部地域を結ぶ南北方向幹線道路（国道 58 号、沖縄自動車道、国道 329

号）において、物流面から見た重要性が大きい。 

沖縄本島内の道路ネットワーク上では、災害・異常気象時等に更に通行支障が発生する路線や

区間があり、また幹線道路の一部に通行支障がある路線や区間がある。 

県内物流の現状、災害時の物流への影響及び今後の動向を踏まえて対策の検討を行う。 

４．今後の問題点 

道路構造物の劣化状況や自然災害の影響を考慮し、物流機能確保として優先的な対策箇所の検

討をすることが課題である。 


